
　子宮頸がんは、若い世代の女性が多く罹患するがんです。
日本では毎年、約 11,000 人が罹患し、約 2,900 人の女性が亡くなっています。
その中で宮崎県は、全国でも高い罹患率と死亡率を有しています。
子宮頸がんの多くの原因は「ヒトパピローマウイルス (HPV)」の感染です。
そしてこのウイルスは、”女性の多くが一生に一度は感染する”といわれます。

　1997 年度生まれから 2006 年度生まれまでの女性の中で、まだ接種を受けていない方に、
あらためて子宮頸がん予防ワクチンの接種《キャッチアップ接種》をご提供しています。

　また、20 歳になったら、ワクチンを接種していても、2年に 1回、《子宮頸がん検診》を
必ず受けてください。がんの早期発見・治療につながります。

子宮頸がんという病気と《キャッチアップ接種》について
しきゅう けい

宮崎県 《お問い合わせ》　宮崎県 福祉保健部 感染症対策課
　　　　　　　　〒880－8501宮崎市橘通東２丁目10番1号
　　　　　　　　TEL 0985－44－2620　FAX 0985－26－7336  

接種期限：2025年 3月31日 まで

2023年度17歳～26歳の女性

接種対象者

《キャッチアップ接種》
子宮頸がん予防ワクチン

対象者であれば、

約 10万円の
接種費用が無料に！

もっと知ってください！子宮頸がんのこと、予防ワクチンのこと。

宮崎県
子宮頸がん情報
（宮崎県公式HP）

宮崎県は、子宮頸がんの罹患率・子宮がんの死亡率とも全国ワースト 1位です。

子宮頸がん年齢調整罹患率
(2019 年）
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子宮がん（子宮頸がん含む）年齢調整死亡率
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（75 歳未満・2021 年）

（2024年度は17歳～27歳の女性）

※3回目まで無料で接種するためには、2024年 9月までには

　1回目の接種を開始しましょう。


